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　Abstract : The focal depth distribution of earthquakes in the regions from the Tosa Bay to
the Nankai trough off Shikoku, Southwest Japan is examined by comparing observed apparent
velocities with ca1むulated ones using a velocity srtuctural model with sloping layers obtained
by us. Up to this time those focal depths have been estimated to be 35～50km, but they are
redetermined to be about 10～35km in this study. The redetermination makes clear 晦ａt the fo-
cal distribution is in a continuation of the ｓ!oping focal distribution of microearthquakes in
the mantle that we have observed in the Shikoku district. As the result, a reasonable ｅχplana-
tion becomes probable for the consistency in the focal solutions on the upper and lower hemi-
spheres for the 1946 great Nankai earthquake.
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　土佐湾沖より南海トラフにかけての地域に震源をもう地震が七ばしば観測される。さらに南海ト
ラフを越えた地域にも稀に観測される。これらの地震は，観測点が陸域にしかないので，震源特に
その深さを精度よく求めることはむずかしい。それ故その活動が議論されることは稀で，震央分布
を示すにとどまっていた。高知地震観測所においでも1967年の微小地震の観測開始以来，上記の地
域に発生するかなりの数の地震を観測してきたが，それらめ深さは35～50kmと深く求まり，陸域
から南の海域へ浅くなっていくマントル地震の震源分布とのつながりが理解できず，その活動の意
味をとらえることが困難であった。これらの地震は気象庁によってもやはり同様の深さに決められ
ている。最近観測網が拡大した結果かなり信頼のおける地下構造が得られたので，この構造に基づ
いて計算ざれる見かけ速度を，観測された見かけ速度と比較七て震源の深さを求めたどころ納得の
いく値が得られた。すなわち，その震源分布が陸域から浅くなっていく震源分布の延長上にうまく
つながり,/その活動を議論できるようになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　そこで，この低角度で分布する震源分布との関連において, 1946年の南海地震のメカニズムを議
論する。:また，フィリピン海プレートのもぐり込み方向と，四国における三角測量の結果とめ関係
について問題点をあげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
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　個々ﾚの地震の震源決定はパソコンを使うて行うたレi9
間の関係＼(岡野･しづ木村，1りi83)i
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た各観測点についての走時を計算し，各点の走時とその走時から得られる最小二乗直線をディスプ
レイ上に示す。このようにして観測と計算から得られる最小二乗直線，すなわち見かけ速度が一致
するような深さ(Zo)を求める。この場合に用いた構造モデルでは斜層と水平層が入りまじって
いるために，波線が各観測点について違った層を通るので，波線をディスプレイ上に示して構造を
手直ししながら行なう。震源時（Ｔ,）は各観測点の観測走時と計算走時の差の平均を前のToに加
えて求める○　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　１
　観測点の中で走時に対してモホ面の傾斜の影響が大きいＵＭＪとＭＵＴにおいて初動か観測され
ている地震を原則として選んだ。また，データ交換によって隣接観測網から入力されているKMN
（京都大学徳島観測所）とMJY (東京大学和歌山微小地震観測所）のデータも使わせてもらった。
ただＫＵＢの初動はかなり早いのでほとんど使用しなかうた。四国の西部は構造が違っているら
しい。
§3.震　源　分　布
　Fig.3に震央分布を, Fig.4に深さ分布を示す。震央および深さ分布図には今回震源が再決定さ
れた地震の他に，高知地震観測所で震源決定された四国および周辺地域の1咄6年の地震をあわせて
示した。深さ分布はこの図中に引いてある線の間の地域内に発生した地震のみを示した。岡野・木
村(1988)によると，西部におけるヤントル地震は中央部や東部と違って中央構造線を越えてそ｡の
北側にまで同程度の活動を示している。それ故，中部や東部における震源分布と中央構造線との関
０ 100KM
Fig.3. Epicenters relocated in this study with epicenters in 1986 located by the routine
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Fig.5. Distribution of first motion directions for the 1946 Nankai earthquake given
　　bvTAK八GI (1り52) using JMA data. ト　　　　　　　　上
近傍の地震の震源が(TAKAGI ｅt al., 1977),海底地震計のデータを用いて求めるとそのほとんど
が浅く決められ，陸域から海域へと浅くなっていく震源分布の延長上に分布することが報告されて
いる（Ｎ八GUMO ｅt al., 1984 ； NlSHIZ八ｗ八ｅt al, 1990)。=またこの特徴は紀伊半島沖や東海地域
の南海トラフ沿いの地震についてら見られる（溝上・中村, 1988 ；Ｙ八Ｍ八ｚ八Kiet al｡, 1989)。
　　今回震源を再決定した南方地域の地震の活動は陸域の活動と比べて低いようであるが，これは観
測網からの距離が大きいためで，観測された地震のマグニチュードから判断するとそれ程低くなく，
少なくともトラフの南や中央構造線の北側の地震活動に比べるとかなり高い。ということは，震源
分布の傾斜している部分で地震活動が高く，水平の部分では低いことになる。これについて筆者の
一人（岡野, 1988)は次のように解釈している。すなわち，西南日本の島弧が北から海洋め基盤を
圧縮するために，その圧縮力がより大きく働くと考えられる傾斜部分に地震活動が高くご水平な部
分で低いとすれば理解できるし，そのように考えてマントル地震の発生を島弧と海洋基盤との間に
生じる一種の界面現象と解釈している。　　　　　　　し　　　十　　　‥‥‥　‥
　さてそこで，禰海トラフ近傍で起こった昭和南海地震のメカニズムにづいて考え七みよう。南海
　地震の震央は潮ノ岬のやや南方であるが，震源の深さは20～30kmと求められている（Ｋ人ｘ八MORI,
　1972 ；気象庁, 1982)。しかし，木村・岡野（1988）＼の地下構造を用いてこの深さに震源を与える
　と，気象庁の観測した（上半球に投影されるべき）初動分布(Fig.5)からは低角逆断層の解け得
　られない。すなわち，南海地震の震源と考えられている潮ノ岬のやや南め地域ではモホ面が浅く，
　10～15km程度なので，南海地震の震源の深さを20～30kmとすると，近畿地方の観測点では初動
　は引きとなる筈である。ところが, Fig.5に見られるようにすべて押しとなっている。当時倍率の
　最も大きかった（約150倍）京都大学阿武山地震観測所のウィーヘルト地震計による観測でも疑問
のない押しである（岡野, 1988)。それ故，潮ノ岬の初動か引きであることを考慮すると正断層と
　するのが妥当であろう。 ICHIK八ｗ八(1971)の解は正断層となっているレこれはＫＡＸ八MORI (1972)
の求めた下半球における低角逆断層の解(Fig.6)ニと矛盾することになる。　　一　　　十
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れに対してプレートは地殻の下にあるので，それらの間には30kmをこす厚さの地殻が介在してい
る訳であるから，その地殻の変動を無視して両者を結びつけるのは理解しにくい。地殻の変動が地
表やプレートと同じ変動を示すならばよいが，我々の観測からは地殻内地震を起こす主圧力の方向
はほぼＥ－Ｗ（例えばOI（人NO et al｡, 1980)しであるので，地殻内にはＥ－Ｗ方向の力が加わって
いると考えてよい。この介在する地殻内のＥ－Ｗ方向の力をどのように説明したらよいのであろ
うか。さらに，下部地殻は延性を持づと最近考えられているので,トこの柔らかい部分を間にはさん
で下のプレートの運動による力がどのようにして地表に伝わるのであろうか。ト
　この地殻内地震を起こすＥ－Ｗ方向の主圧力については，太平洋プレートの沈み込みによると
いう考え(HuziTA, 1980)や･フィリピン海プレートの斜め沈み込みに伴う西南日本外弧の中央構
造線に沿った横ずれの結果とする考え（瀬野, 1986)等があるが，いずれにしても，地表により近
いこの地殻内に働く力の影響がなぜ地表に現れず，その地殻の下にあるプレートの影響が現れるの
か理解しにくい。また，この三角測量による地表面の歪の方向は，現在起こっている四国内のプレー
ト内地震（マントル地震）の起震主圧力のＮ一S方向とも調和しない。　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　§５．あ　。と　か　き･
　南海トラフ近傍に起こる地震の震源位置をこれまでと比べて精度よく求めた今回の研究は，昭和
南海地震の震源の位置についての推定を可能にし,＼これまで未解決であっ万たこの地震の上半球と下
半球の押し引き分布に見られる矛盾を一歩解明したものと思われる。七かし陸域の観測網から離れ
た海域のことなので，精度の点で問題がないわけではない。今回南海トラフ近傍における震源分布
の深さを10~35kmと求めたが，実際の分布の厚さは陸域同様さらに薄く, 5kin程度である可能性
もある（木村●岡野, 1991)。　　　　　　　　　　　■　■　　■■　　・　　■■　　　　　　　　　　　■
　一般に，南海地震の原動力は南東から働くフィリピン海プレートの圧縮力であると考えられてい
るが，筆者の一人岡野は北か弓島弧に加わる圧縮力であると考えている。発生のメカニズムはどち
らにしても低角逆断層となるが，その考えは少なくとも四国の漸次の隆起をよく説明できるものと
思われる。しかし，四国で現在観測されるマントル地震め主圧力の方向がほぼ南北であるのに対し
て，南海地震の主圧力が北西一南東方向であり，しかも現在南海地震め震源域で起こっている地震
のそれが東西方向であることは大きな疑問として残る，この潮ノ岬南方地域にづいてのより詳細な
研究が望まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　また，三角測量によって得られた地表の変動については，すぐにプレート/の運動と結びつけるの
ではなく，地殻に働ぐＥ－Ｗ方向の力を考慮に入れたもっと納得のいく解釈が望まれる。
　この研究に当たって京都大学徳島観測所および東京大学和歌山微小地震観測所のデータを使わせ
ていただいた。ここに厚く御礼申し上げます。
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